
 

 

← 
「巌浄閣」について，

説明を熱心に聴取す

るとともに，質問を

する視察団一行 

←
富山県立南砺福野高校にある「巌浄閣」

（旧富山県立農学校本館・解体修理さ

れた国重文）。復元された正門には「富

山県立農学校」の門標が掲げられる 

「
巌
浄
閣
」
の
裏
側
、

手
前
は
出
入
口
（
上
）
。

資
料
を
収
め
る
本
格
的

陳
列
ケ
ー
ス
（
左
）

  
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

          

              

視
察
先
は
旧
富
山
県
立
農
学
校
本
館 

「
早
急
に
旧
本
館
の
抜
本
的
改
修
を
！
」
と

思
い
を
定
め
た
進
修
同
窓
会
は
、
今
年
５
月
に

「
旧
本
館
校
舎
改
修
促
進
委
員
会
」
を
発
足
さ

せ
、
関
係
方
面
へ
の
働
き
か
け
に
本
腰
を
入
れ

て
い
く
方
針
を
確
認
し
、
走
り
出
し
て
い
る
。

改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
に
「
10

年
以
内
に
根
本
修
理
が
必
要
」
と
の
（
財
）
文

化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
の
調
査
結
果
を

受
け
て
、
平
成
17
年
２
月
に
要
望
書
を
提
出

し
て
い
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
大
き
な
進
展

が
な
い
ま
ま
歳
月
を
重
ね
て
き
て
い
る
。
こ
の

間
に
大
震
災
も
あ
り
、
壁
の
ひ
び
割
れ
、
雨
漏

り
、
柱
の
腐
朽
、
窓
枠
の
変
形
な
ど
の
破
損
・

損
傷
は
明
ら
か
に
拡
が
っ
て
い
る
。
今
般
の
発

足
は
、
旧
本
館
を
預
か
る
者
と
し
て
、
こ
の
深

刻
な
事
態
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
れ
以
上
座

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
強
い
責
任

感
と
使
命
感
の
発
露
と
言
え
な
く
も
な
い
。 

こ
う
し
た
動
き
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
今
年
の

文
化
財
校
舎
視
察
は
、
議
論
百
出
の
中
か
ら
、

昨
年
と
同
じ
、
富
山
県
南
砺
市
の
県
立
南
砺
福

野
高
校
敷
地
内
に
あ
る
旧
富
山
県
立
農
学
校

本
館
「
巖
淨
閣
」（
小
紙
第
39
号
で
詳
述
）
が

最
も
適
当
で
あ
る
、
と
意
見
が
集
約
さ
れ
た
。

こ
の
建
物
は
、
本
校
と
同
じ
く
旧
制
中
学
校
等

の
校
舎
と
し
て
平
成
９
年
に
国
よ
り
重
要
文

化
財
の
指
定
を
受
け
、
す
で
に
平
成
17
年
に

解
体
修
理
を
完
了
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

直
近
の
修
理
の
実
情
や
そ
れ
に
至
る
同
校
の

取
り
組
み
、
諸
団
体
・
諸
機
関
と
の
連
携
協
力
、

総
工
事
費
予
算
内
訳
・
調
達
等
に
つ
い
て
、
つ

ぶ
さ
に
状
況
を
聴
取
で
き
る
と
と
も
に
、
保

存
・
管
理
運
営
に
関
す
る
調
査
研
究
に
も
資
す

る
、
と
判
断
さ
れ
た
の
だ
。
し
か
も
、
一
泊
二

日
の
日
程
で
視
察
可
能
な
地
域
で
も
あ
っ
た
。 

           

平
日
の
視
察
で
も
参
加
者
は
22
名 

視
察
団
一
行
は
、
８
月
30
日
午
前
７
時
、

「
旧
本
館
の
改
修
促
進
」
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
、

本
校
玄
関
前
よ
り
一
路
北
陸
道
へ
と
旅
立
っ

た
。
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
実
施
日
が
２
日
間

と
も
平
日
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
視
察
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
が
い
る
中
で
、
参
加

者
は
22
名
。
特
に
〝
同
窓
会
の
総
力
を
あ
げ

て
！
〟
の
要
請
に
呼
応
し
、
〝
少
し
で
も
力
に

な
れ
れ
ば
〟
と
、
多
方
面
か
ら
同
窓
会
員
の
皆

様
が
駆
け
つ
け
て
来
ら
れ
た
。
さ
ら
に
文
化
財

関
係
者
と
、
学
校
側
か
ら
武
井
秀
一
校
長
（
高

23
回
卒
）・
杉
山
博
副
校
長
（
高
24
回
卒
）
に

も
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
多

事
多
端
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
一
人
一

人
が
、
万
難
を
排
し
て
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
の

だ
。
ま
さ
に
厚
意
と
温
情
に
支
え
ら
れ
て
、
今

年
も
実
現
し
た
文
化
財
視
察
な
の
だ
。
そ
し
て

互
い
に
初
対
面
で
あ
っ
て
も
〝
一
河
の
流
れ

を
汲
む
も
多
生
の
縁
〟
と
い
う
よ
う
に
、
本
校

ま
た
は
旧
本
館
に
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
愛
着
や

親
近
感
を
寄
せ
る
真
心
が
に
じ
み
出
て
、
す
ぐ

に
言
葉
を
交
わ
し
合
う
光
景
を
現
出
さ
せ
る
。 

バ
ス
が
常
磐
道
を
走
行
す
る
中
、
車
中
で
は

視
察
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
が
始
ま
っ
た
。
最
初

に
、
幡
谷
浩
史
進
修
同
窓
会
会
長
（
高
４
回
卒
）

の
代
理
と
し
て
、
大
曽
根
宏
亮
副
会
長
（
高
４

回
卒
）
が
視
察
の
目
的
と
多
忙
な
中
で
の
参
加

に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
次
に
数
名
の
方
々

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
、
武
井
校

長
が
学
校
の
現
況
等
を
報
告
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー

は
ひ
と
ま
ず
幕
を
閉
じ
た
。 

車
中
で
見
る
「
修
復
工
事
記
録
」
映
像 

30
度
を
超
え
る
暑
さ
に
辟
易
し
な
が
ら
も

妙
高
Ｓ
Ａ
で
昼
食
を
と
り
、
そ
の
後
、
バ
ス
の

デ
ス
プ
レ
イ
画
面
に
は
、
昨
年
の
訪
問
の
際
に

入
手
し
た
「
旧
富
山
県
立
農
学
校
修
復
工
事
記

録
」
の
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
映
像
が
映
し
出
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
、「
歴
史
と
設
計
」「
旧
校
舎
の
移
築
と
思

い
出
」「
保
存
運
動
と
重
要
文
化
財
指
定
」「
解

体
・
調
査
・
修
復
」
と
、
４
つ
テ
ー
マ
（
観
点
）

が
設
け
ら
れ
、
修
復
工
事
の
一
部
始
終
が
40

分
余
り
に
わ
た
り
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

特
に
「
解
体
・
調
査
・
修
復
」
で
は
、
朽
ち
て

ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
っ
た
部
材
が
次
々
と
解
体
さ

れ
て
い
く
シ
ー
ン
が
画
面
全
体
に
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
こ
そ
圧
巻
で
あ
っ
た
。 

こ
の
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
等
を
通
し
て
、
現
地
に
到
着
す

る
前
に
、
視
察
す
る
建
物
の
文
化
財
的
要
素
や

解
体
修
理
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
一
応
把
握
で

き
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。 

そ
の
後
、
バ
ス
が
北
陸
道
に
差
し
か
か
る
頃

か
ら
一
天
掻
き
曇
り
、
今
に
も
泣
き
だ
し
そ
う

な
空
模
様
と
な
る
。
そ
し
て
車
窓
に
水
滴
が
伝

い
出
し
て
い
る
午
後
２
時
前
頃
に
、
視
察
先
に

バ
ス
が
近
づ
く
と
、
前
方
に
桜
色
の
木
造
２
階

建
て
校
舎
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
威
厳
と

気
品
に
満
ち
た
佇
ま
い
「
巖
淨
閣
」
で
あ
る
。

建
築
面
積
は
、
本
校
旧
本
館
の
ほ
ぼ
３
分
の
１

の
333
・
82
㎡
。
修
復
工
事
費
は
３
億
７
千
百

万
円
か
か
っ
た
と
い
う
国
の
重
要
文
化
財
だ
。 

平成２４年１１月１４日
茨城県立土浦第一高等学校
進修同窓会旧本館活用委員会

第５１号 

今，ホットな話題と言えば，辰野金吾が設計した「東京駅赤煉瓦駅舎」復原

完成。その東京駅より 10 年前の明治 37 年に竣工したわが旧本館は，辰野金

吾の愛弟子駒杵勤治が設計。築後 108 年が経ち，壁のひび割れ，雨漏り，柱

の腐朽など破損・損傷がかなり進み看過できない状況に。そこで，焦眉の急を

要する抜本的改修に向けて，今年の文化財校舎視察は，根本修理がすでに終了

している富山県立南砺福野高校を訪問。今号はこの視察模様を取り上げたい。

が ボ



 

 

「永芳閣」からの絶景。
眼下に富山湾，遠くに
立山連峰。さらに富山
湾に架かる虹も（上）
「瑞龍寺」仏殿と後ろ
の法堂（共に国宝）（右） 

余
録

今
年
の
旧
本
館
の
テ
レ
ビ
放
映
等 

旧
本
館
は
、
本
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
同
窓
生
の

郷
愁
の
場
。
更
に
言
え
ば
国
の
宝
物
で
も
あ
る
。
荘
厳

な
偉
容
と
計
り
知
れ
な
い
造
形
の
豊
か
さ
が
見
る
人

を
魅
了
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
今
年
も
様
々
な
場
面
で
活
用

さ
れ
登
場
し
た
（
す
る
）
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。 

○
テ
レ
ビ 

BS
朝
日
『
建
物
遺
産
』
（
６
月
） 

 
 
 
 
 

BS
日
テ
レ
『
知
ら
れ
ざ
る
百
年
遺
産
』 

○
映
画 

 

『
天
心
』
（
12
月
） 

 
 
 

（
７
月
） 

○
雑
誌 

 

小
原
流
『
挿
花
』
24
年
３
月
号 

 
 
 
 
 

『
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ッ
ク
』
25
年
２
月
号 

○
同
窓
生 

退
職
記
念
講
義
（
５
月
） 

 
 
 
 

茨
城
大
学
進
修
同
窓
会
懇
親
会
（
11
月
） 

視
察
校
に
お
け
る
説
明
と
質
疑
応
答 

雨
の
中
、
傘
を
さ
し
て
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
、
同
校
の
同
窓
生
で
あ
り
、
旧
職
員
で

も
あ
っ
た
中
島
良
夫
・
竹
下
宏
子
の
両
先
生
。

さ
っ
そ
く
、
「
巖
淨
閣
」
内
の
学
習
室
に
案
内

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
南
砺
福
野
高
校
の
校
長
先

生
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
を
賜
る
と
と
も
に
、
両
先

生
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ
た
説
明
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
そ
の
内
容
で
印
象
深

か
っ
た
と
こ
ろ
を
列
挙
し
て
み
た
い
。 

◯ 

復
元
の
段
階
で
、
建
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
と
の
こ
と
で
、
周
囲
の
樹
木
は
伐
採
し
た
。 

 

◯ 

校
舎
の
色
を
グ
リ
ー
ン
か
、
桜
色
か
で
意

見
が
分
か
れ
た
。
明
治
36
年
建
築
当
初
は
グ

リ
ー
ン
で
あ
り
〝
復
原
〟
と
い
う
意
味
か
ら

す
れ
ば
グ
リ
ー
ン
だ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
、

多
く
の
同
窓
生
に
と
っ
て
も
馴
染
み
深
く
、

大
正
年
間
に
塗
り
替
え
ら
れ
た
桜
色
に
落
ち

着
い
た
。 

◯ 

工
事
費
は
、
県
と
国
が
半
々
で
負
担
し
た
。

同
窓
会
で
は
、
３
千
６
百
万
円
ほ
ど
募
金
を

集
め
た
と
聞
く
。 

◯ 

最
近
で
は
、
こ
の
建
物
で
書
道
展
や
友
禅

染
展
を
開
催
し
、
特
に
友
禅
染
展
の
際
に
は

「
友
禅
の
魅
力
を
語
る
」
と
題
し
て
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
ト
ー
ク
も
行
っ
た
。 

説
明
が
終
わ
る
と
、
質
疑
応
答
に
移
る
。
以

下
、
こ
れ
ま
た
そ
の
一
部
を
記
し
て
み
る
。 

◯
（
質
問
）
復
元
を
実
現
す
る
た
め
に
、
学
校

と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
の
か
。 

（
回
答
）
同
窓
会
長
が
た
ま
た
ま
そ
の
当
時

の
町
長
で
お
骨
折
り
い
た
だ
い
た
。
ま
た
後

援
会
の
ト
ッ
プ
に
は
卒
業
生
で
あ
る
某
国
会

議
員
を
据
え
る
こ
と
が
で
き
、
う
ま
く
軌
道

に
乗
せ
ら
れ
た
。
や
は
り
政
治
力
は
大
き
い
。

ま
た
校
長
も
か
な
り
努
力
し
て
い
た
と
思
う
。 

◯
（
質
問
）
企
画
展
は
ど
ん
な
方
々
が
中
心
と

な
っ
て
行
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。 

 

（
回
答
）
精
力
的
に
活
動
す
る
の
は
少
数
の

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
だ
。
現
職
員
は
日
々
の
教
育
活

動
が
精
一
杯
で
協
力
を
望
め
る
状
況
に
な
い
。 

◯
（
質
問
）
展
示
し
て
い
る
貴
重
品
は
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
る
の
か
。 

 

（
回
答
）
機
械
警
備
に
よ
っ
て
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。 

◯
（
質
問
）
文
化
財
校
舎
を
授
業
で
活
用
す
る

こ
と
は
あ
る
の
か
。 

（
回
答
）
授
業
で
連
句
の
会
を
行
っ
て
い
る
。 

◯
（
質
問
）
照
明
及
び
空
調
の
設
備
は
ど
の
程

度
ま
で
整
え
て
い
る
の
か
。 

 
（
回
答
）
照
明
設
備
は
、
復
元
の
際
に
大
幅

に
増
強
し
た
。
今
日
の
よ
う
な
雨
模
様
で
も

晴
天
の
日
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
。
空
調
は
エ
ア
コ

ン
の
冷
房
の
み
で
暖
房
は
つ
い
て
い
な
い
。 

 

こ
の
後
、
館
内
の
見
学
に
移
っ
た
。
１
階
は

学
習
室
を
除
き
、
学
校
や
建
物
の
歴
史
に
関
す

る
様
々
な
資
料
が
本
格
的
陳
列
ケ
ー
ス
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。
２
階
は
百
人
以
上
を
収
容
で

き
る
講
堂
が
あ
り
、
こ
こ
が
企
画
展
や
講
演
会

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
予
定

の
１
時
間
半
が
過
ぎ
、
巖
淨
閣
を
辞
し
た
。
こ

の
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、
薄
日
が
射
し
始
め
た
。 

富
山
湾
で
見
た
〝
虹
〟
と
蜃
気
楼
（
？
） 

５
時
近
く
に
宿
泊
の
氷
見
温
泉
「
永
芳
閣
」

に
到
着
。
富
山
大
学
人
文
学
部
副
学
部
長
大
工

原
ち
な
み
氏
（
高
27
回
卒
）
の
推
奨
の
宿
だ
。

眼
下
に
富
山
湾
が
広
が
り
、
遠
く
に
は
立
山
連

峰
の
山
並
み
が
霞
ん
で
見
え
る
。
心
癒
さ
れ
る

絶
景
は
一
幅
の
絵
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
分

に
な
る
。
そ
し
て
雨
上
が
り
、
太
陽
が
西
に
傾

き
か
け
る
そ
の
時
、
北
東
の
空
に
、
く
っ
き
り

と
し
た
七
色
の
帯
が
眼
に
入
っ
た
。
富
山
湾
に

架
か
る
〝
虹
の
架
け
橋
〟
だ
。
「
虹
を
見
て
心

が
躍
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
死
ん
だ
方
が
ま
し

だ
」
と
詠
っ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
浪
漫
派
詩

人
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
。
大
自
然
の
最
高
の
造
作
の

妙
に
一
行
の
誰
も
が
心
躍
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
自
然
の
摂
理
の
粋
な
演
出
は
、
同
時
に
も
う

一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
虹
が
海
と
接
す
る
所
に
、

工
場
群
ら
し
き
建
物
が
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
な
が

ら
海
面
に
浮
か
ん
で
見
え
る
現
象
だ
。
こ
れ
こ

そ
が
当
地
に
よ
く
で
る
〝
蜃
気
楼
〟
の
よ
う

に
思
え
た
。
（
実
は
こ
れ
は
早
合
点
だ
っ
た
） 

や
が
て
、
大
工
原
教
授
も
は
せ
参
じ
て
く
れ

た
懇
親
会
が
山
田
副
会
長
（
高
15
回
卒
）
の

司
会
の
も
と
で
始
ま
る
。
大
曽
根
副
会
長
を
皮

切
り
に
、
様
々
な
方
々
の
力
の
こ
も
っ
た
ス
ピ

ー
チ
、
乾
杯
、
自
己
紹
介
と
続
き
、
そ
の
後
は

談
笑
に
花
が
咲
く
懇
談
の
宴
に
移
行
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
ひ
と
き
わ
盛
り
上
が
る
場
面

が
発
生
す
る
。
そ
れ
は
「
先
ほ
ど
、
蜃
気
楼
の

よ
う
な
も
の
が
見
え
ま
し
た
が
、
旧
本
館
全
面

改
修
は
、
蜃
気
楼
で
終
わ
ら
せ
て
は
な
り
ま
せ

ん
」
と
、
あ
る
会
員
が
語
気
を
強
め
た
時
だ
。

こ
れ
こ
そ
、
関
係
者
全
員
の
思
い
を
率
直
に
吐

露
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。 

             

        
 

 
 

瑞
龍
寺
と
魚
津
埋
没
林
博
物
館
も
見
学 

翌
日
は
、
国
宝
「
高
岡
山
瑞
龍
寺
」
と
特
別

天
然
記
念
物
「
魚
津
埋
没
林
博
物
館
」
を
見
学
。

瑞
龍
寺
は
、
加
賀
藩
主
前
田
利
長
公
の
菩
提
を

弔
う
た
め
、
三
代
藩
主
利
常
が
、
寛
文
３
（
1663
）

年
に
建
立
し
た
曹
洞
宗
の
寺
院
。
博
物
館
は
、

2000
年
前
の
杉
の
原
生
林
が
川
の
氾
濫
で
埋
も

れ
、
そ
の
後
海
面
の
上
昇
に
よ
り
、
海
面
下
に

埋
没
し
て
い
た
も
の
を
発
掘
・
展
示
し
て
い
る
。 

前
日
の
巖
淨
閣
に
続
き
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な

文
化
遺
産
・
自
然
遺
産
に
も
直
接
目
に
ふ
れ
る

こ
と
で
、
長
い
時
間
の
流
れ
を
経
て
き
た
生
き

と
し
生
け
る
森
羅
万
象
の
息
遣
い
を
感
じ
取

る
と
と
も
に
、
朽
ち
果
て
い
く
も
の
を
整
備
・

保
存
し
て
い
く
貴
さ
と
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。 

以
上
で
視
察
を
終
え
、
午
後
１
時
過
ぎ
に
は

帰
路
に
つ
く
。
高
速
道
路
を
走
り
続
け
て
５
時

間
余
。
土
浦
到
着
を
間
近
に
し
た
車
中
で
は
、

視
察
事
務
担
当
の
助
川
博
夫
同
窓
会
幹
事
（
高

21
回
卒
）
の
進
行
で
、
複
数
の
参
加
者
か
ら

最
後
の
挨
拶
を
い
た
だ
く
。
そ
の
中
で
「
旧
本

館
改
修
に
向
け
た
思
い
を
、
皆
様
と
同
様
に
私

も
共
有
で
き
た
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
の

言
葉
が
心
を
熱
く
し
た
。
そ
し
て
午
後
７
時
前

に
土
浦
に
無
事
降
り
立
ち
、
解
散
と
な
っ
た
。 

 
 


